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研究分野：化学 
科研費の分科・細目：環境関連化学 
キーワード：微量環境影響物質評価、迅速評価法 
 
１．研究計画の概要 
 循環型社会を意識した廃材の利用による

多孔質炭素材料を VOC 及びにおい物質の吸

着剤に利用するための迅速評価法を確立す

る。研究成果を国内外の学会で発表するほか、

論文発表を行い、さらに各種講演会で講演し

て、確立した評価法の普及を図る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）循環型資源としての木質系炭素材料で

あるウッドセラミックス及びオガ炭等を

VOC 吸着剤として利用するための迅速評価

法は、ほぼ確立できた。現状は吸着剤 50 mg, 
VOC 0.5μL、測定＋解析時間は 100 分であ

る。ウッドセラミクッス調製にフェノール樹

脂に代わる、より環境負荷の少ない木酢液を

適用した際の発生ガス等の評価にも適用し

た。これによりウッドセラミックスを燃料電

池や湿度センサー、ガスセンサー、電波吸収

体として用いる際の発生ガスの情報を提供

できた。 
（２）発展として、VOC に加えて、室内で

の悪臭物質に対するOHラジカルや活性酸素

等の効果を評価する方法として改良を図っ

ている。ソフトイオン化法である IA は水の

測定も行えるため、VOC に対する機能水の

効果についても検討を開始した。 
（３）評価法の普及に関しては国内外の学会

発表、論文発表、講演はもちろん、解説や図

書でも紹介することができた。問い合わせも

あり、試行実験を行ったケースも数件ある。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 方法の確立に関してはほぼ計画通りに進

行していると判断する。VOC に加えて悪臭

物質や機器内部で発生する微量揮発生気体

成分の評価を試みている点は計画以上の進

展といえるが、当初予定した以上の応用が期

待され、さらなる感度の向上と定量範囲の拡

大が望まれるところである。評価法の普及に

関してもほぼ予定通りの進行である。講演に

加えて、3 年目にこれまでに発表していない

学協会であるセラミックス、材料、コンバー

テックの 3誌の解説記事に評価法を紹介でき

たこと、熱分析の書籍で 2 年目に評価法が紹

介できた点は計画以上ともいえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

（１）装置の改良を含めて、感度の向上を図

る。 

（２）測定対象毎の適用範囲を明確化する。 

（３）論文、解説として研究成果をまとめ、

さらに方法の普及を図る。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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